
別記様式第８号（第 12 関係）

農林水産物・食品輸出促進緊急対策事業のうち 
有機ＪＡＳ認証、ＧＡＰ認証取得等支援事業に関する事業評価票 

都道府県名 

市町村名 

東京都 

事業実施主体名 
一般社団法人 全国農業改良普及支援協会 

事業の概要 

有機ＪＡＳ 

認証取得等 

支援 

ＧＡＰ認証 

取得等支援 

ＧＡＰ認証 

審査員育成 

支援 

ＧＡＰ認証 

審査機関新規

参入支援 

有機農畜産物

等の輸出に向

けて、有機Ｊ

ＡＳ認証の取

得を目指す農

業者等や食品

製造事業者が

行う、認証取

得や商談等の

取組に必要な

経費を支援。 

ＧＡＰ認証を

受けて生産さ

れた農産物の

輸 出 に 向 け

て、ＧＡＰ認

証の取得を目

指す農業者等

が行う、認証

取得や商談等

の取組に必要

な 経 費 を 支

援。 

ＧＡＰ認証取

得拡大におい

てＧＡＰの認

証審査を行う

者の確保に向

けて、事業実

施 主 体 が 行

う、ＧＡＰ認

証審査員に成

り得る者の育

成に関する研

修等の取組を

支援。 

ＧＡＰ認証審

査体制の強化

に向けて、審査

機関として参

入を目指す事

業者が行う、認

定機関による

製品認証機関

としての認定 

審査の受審に 

必要な経費の

支援。 

成果目標の 

具体的内容 

・有機認証取

得等支援対象

者の全てが取

組目標を達成

【成果目標達

成の検証方 

法】 

支援対象者ご

との取組目標

の達成状況を

判断。 

・ＧＡＰ認証

取得等支援対

象者の全てが

取組目標を達

成

【成果目標達

成 の 検 証 方

法】 

支援対象者ご

との取組目標

の達成状況を

判断。 

・目標支援対

象者（15 名）

の全てに対し

て取組を支援

【成果目標達

成 の 検 証 方

法】 

支援対象者に

ついて GAP 認

証審査員の要

件の充足状況

を 確 認 し 判

断。 

・2 件以上の審

査機関新規参

入支援対象者

の認定審査の

受審を支援

【成果目標達

成の検証方法】 

認定結果を確

認し判断。 



達成率＝取組

目標を達成し

た件数／支援

件数（実績） 

達成率＝取組

目標を達成し

た件数／支援

件数（実績） 

達成率＝育成

支援件数（実

績）／目標支

援 対 象 者 数

（15 名） 

達成率＝支援

件数（実績）／

目標支援件数

（2 件） 

成果 

目標 

の 

達成 

状況 

目標年度 
（令和３年度） 

26 件 11 件 19 名 0 件 

目標値 
※ 支援対象者数

27 件 12 件 15 名 2 件 

達成率 
96％ 92% 127％ 0% 

総合評価 

Ａ ： 計画以上の成果が見られる。 

○Ｂ ： 計画どおりの成果が見られる。 

Ｃ ： 計画どおりの成果が見られない。 

農林水産省 

農産局長 

の意見 

 本事業は、令和２年度に計３回の公募（各公募期間：令

和２年 2/14～3/13、4/22～5/22、8/3～8/31）を行い、有機

JAS 認証 27 件、GAP 認証 12 件、審査員候補者 19 名を採択

した。審査機関新規参入は、新型コロナウイルスの影響で

認証審査機関からの受審が可能かどうか懸念される状況で

あったためか、応募はなく目標を達成できなかった。 

有機 JAS 認証取得等支援事業及び GAP 認証取得等支援 

事業に関しては、採択後、①ロシアのウクライナ侵攻の影

響を受けた輸送料の上昇、②新型コロナウイルス感染拡大

による渡航制限や海上輸送の停滞により海外バイヤーとの

商談や輸出が困難となり目標を 100%達成できない支援対象

者もいたが、目標に相当する取組を実施しており、成果目

標を達成している。 

GAP 認証審査員育成支援に関しては、19 名を採択、支援

するとともに、その 19 名全員が審査員候補者として認めら

れているところである。 

４つの支援事業を合わせた達成率は 100%となり、以上の

ことから、本事業の事業計画は妥当であった。 
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